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The Fall of Fake and The Rise of Truth  

沈む偽物、浮かぶ本物   
 

執筆中の「小冊子」Vol.117の題名を変えた。 

中身は変わらないが、本質的なアプローチにした。 

 

トランプ大統領によって着手された世界の Scrap and Build（破壊し建て直す）は新型コロナ

で一層加速されることになった。 

Scrap とは「偽物の破壊」であり、Build とは「本物の建て直し」である。 

人間史の摂理を知ろうと知るまいと、ぶっ壊すことに喜びを感じているトランプはアメリカの大

統領として最適任者である。 

 

「小冊子」Vol.117 は、1971 年 8 月 15 日（終戦記念日）のニクソン・ショックを「偽札発行記

念日」として、今日までを「偽は成長の母」による成長の時代として描き、2020 年 7 月 15 日現

在の「偽の倍率」を示すことで「仏の顔も三度」、もうこれ以上偽物を本物と信じる事が出来なく

なってきた事態を明らかにする。 

トランプの 2020年 3月新型コロナ非常事態宣言は正に「偽札回収宣言」である。 

経済成長が望めなくなった以上、「本物は秩序の母」として、「やりたい放題で歪んだ世界」を、

「力ずくでも」正さなくてはならなくなっている。 

これから一波乱も二波乱もある。 

世界は本物帰還へ向かって苦しむことになるが、サンフランシスコ（偽）講和条約で主権回復

がなされていない日本は幸い「蚊帳の外」で「アジアでのごたごた」（自衛隊は朝鮮半島で戦え

ない）から免れる。 

戦略もなく、アメリカの意のままに、逃げ隠れしながら一生懸命日々を繋げてきた日本が結果

的には戦後最善の道を歩んできたことが分かる。 

本書をよく読むと、まるで神に守られてきたような日本が見えてくる。 

こうした変転の時代は、先ずは自らの日本を知ることが大事である。 

 

Vol.117 付録：資本の意志（中央銀行情報）による 10 月までの、「大変動する株価、ドル・円、

金価格」 

 

 

 

 

 

 

 

 

時事評論家 増田俊男 

「時事直言」の文章及び文中記事の引用をご希望の方は、 

事前にマスダ U.S.リサーチジャパン株式会社（FAX：03-3956-1313）までお知らせ下さい。 

増田俊男の「インターネット国際政経塾」、本日「最終章」配信！  
5 月より 3 カ月限定講義として配信しております増田俊男の「インターネット国際政経塾」が本日予
定より早く「最終章」が発信されることとなりました。また Vol.26 からは音質・音量も改善されており

ます。今からのお申込みでも初回より全ての配信分をご視聴頂けます。詳しいご案内、お申込みについ
てはマスダ U.S.リサーチジャパン㈱Tel：03-3956-8888、HP：www.chokugen.com まで。 
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